
高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

１

学

期

○

序章　科学技術の発展
【知識及び技能】

科学技術の発展と人間生活との関わり

について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】

科学技術の発展と人間生活の関わり

について、科学的に考察し表現してい

る。
【学びに向かう力、人間性等】

科学技術の発展と人間生活との関わり
に主体的に関わり、見通しをもって振り
返ったりするなど、科学的に探究しよう
としている。

日常生活や社会、未来と、科学がどの
ように繋がっているかを考える。科学技

術の進歩が人間生活にどのような影

響をもたらしたかを考え、科学技術が
人間生活を豊かで便利にしてきたこと

や、人間生活に不可欠であることを理

解する。エネルギーや情報技術の発展

について調べ、それらと科学技術の関
わりについて理解する。科学技術の発

展が今日の人間生活に貢献してきた
半面、それによってもたらされた課題が
あることを知り、持続可能な社会をつく
るための取り組みや自分たちにできる
活動について調べ、レポートを作成し
たり発表したりする。

【知識・技能】
科学技術が人間生活に果たす役割について、調べ

たことを基に考察し、表現している。

【思考・判断・表現】
科学技術と人間生活との関わりに関心をもち、資

料を調べたり、友達と対話したりしながら、科学技

術が果たす役割や課題について考えようとしてい

る。
【主体的に学習に取り組む態度】

科学技術の発展が人間生活を豊かで便利にして
きたことや現代の人間生活に科学技術が不可欠
であることを理解している。

○ ○ ○ 6

定期考査
○ 1

１編　生命の科学
１章　微生物とその利用
【知識及び技能】
微生物のはたらきについて、人間生活
と関連付けて理解するとともに、それら

の観察、実験などに関する技能を身に
付ける。
【思考力、判断力、表現力等】

微生物とその利用について、問題を見
出し見通しをもって観察、実験などを行
い、人間生活と関連付けて、科学的に
考察し表現する。
【学びに向かう力、人間性等】

微生物とその利用に関する事物・現象
に進んで関わり、科学的に探究しようと

する態度を養うとともに、科学に対する

興味・関心を高める。

下部は微生物であることを知り、微生物とは

どのような生物かに問題を見出す。身のまわ

りに様々な微生物が存在することを知る。食

品中、水中、空気中の微生物を観察し、それ

ぞれの細胞の大きさや形について考察する。

細菌、アーキア、原生生物、菌類に属するさま

ざまな微生物について理解する。学んだこと

を生かして、食品を保存する際の注意点を考

える。生態系における微生物の役割について

考え，微生物は有機物を分解する分解者とし

ての役割を果たしていることを理解する。土壌

微生物の分解者としてのはたらきを調べ，確

かめる。生態系における微生物のはたらきと

炭素の循環について理解する。学んだことを

生かして，微生物の有機物を分解するはたら

きについて考える。根粒菌が大気中の窒素か

ら窒素化合物を合成していることを

理解する。根粒を観察し，根粒菌の存在を確

認する。生態系における微生物のはたらきと

窒素の循環について理解する。学んだことを

生かして，田畑における肥料の重要性につい

て考える。微生物が，分解者として水の浄化

に関係していることを理解する。微生物を利

用して環境の浄化が行われていることを理解

し，その利点を考える。

【知識・技能】
微生物のはたらきについての基本的な概念や原
理・法則などを人間生活と関連付けて理解してい
るとともに，科学的に探究するために必要な観察，
実験などに関する基本操作や記録などの基本的

な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
微生物とその利用について，問題を見いだし見通

しをもって観察，実験などを行い，人間生活と関連
付けて，科学的に考察し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
微生物とその利用に主体的に関わり，見通しをもっ
たり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとし

ている。

○

自然の事物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度を養うとともに、科学に対する興味・関心を高める。

科学と人間生活

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

科学技術の発展と人間生活を関連付けて理解する
とともに、それらの観察、実験などに関する技能を身
に付ける。

科学技術の発展と人間生活との関わりについて、科
学的に考察し表現する。

科学技術の発展と人間生活との関わりに関する事
物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする
態度を養うとともに、科学に対する興味・関心を高め
る。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当

時数

理科 科学と人間生活
理科 科学と人間生活 2

自然と人間生活との関わり及び科学技術との関わりについての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、
実験などに関する技術を身に付ける。

観察、実験などを行い、人間生活と関連付けて科学的に探究する力を養う。

科学と人間生活（東京書籍）

理科

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○ 16

定期考査
○ ○ 1



【知識・技能】
光を中心とした電磁波の性質とその利用について

の基本的な概念や原理・法則などを日常生活と関
連付けて理解しているとともに，科学的に探究する
ために必要な観察，実験などに関する基本操作や
記録などの基本的な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】

光の性質とその利用について，問題を見いだし見
通しをもって観察，実験などを行い，人間生活と関
連付けて，科学的に考察し表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】

光の性質とその利用に主体的に関わり，見通しを
もったり振り返ったりするなど，科学的に探究しよう
としている。

定期考査
○ ○

15

定期考査 ○ ○ 1

３編　光や熱の科学
１章　光の性質とその利用

【知識及び技能】
光を中心とした電磁波の性質とその利
用について，日常生活と関連付けて理
解するとともに，それらの観察，実験な
どに関する技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
光の性質とその利用について，問題を
見いだし見通しをもって観察，実験など

を行い，人間生活と関連付けて，科学

的に考察し表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
光の性質とその利用に関する事物・現
象に進んで関わり，科学的に探究しよ
うとする態度を養うとともに，科学に対

する興味・関心を高める。

プールや海で水深が実際よりも浅く見えるこ

とがあることを想起し，物質の境界面での光

の進み方について問題を見いだす。異なる物

質の境界面で光が反射・屈折するときの法則

を理解する。透明な物が見える理由について

理解する。全反射について理解する。・光の分

散とスペクトルについて理解する。光の波長と

スペクトルとの関係について理解する。偏光

について理解する。偏光板を用いて物体のひ

ずみを観察し，それを応用してペット

ボトルの品質管理などが行われていることを

知る。光は，回折と干渉という波特有の性質

をもつことを理解する。光が回折と干渉という

波特有の性質をもつことを確かめたヤングの

実験について知る。白熱電球と電球色蛍光

灯の写真を基に，光源によって光のスペクト

ルはどのように違うかについて問題を見いだ

す。簡易分光器を通して，さまざまな光源のス

ペクトルを観察し，光源によってスペクトルに

違いがあることを捉える。 ・物体の色がどの

ようにして生じているかについて，光の３原色

や人の視覚と関連付けて理解する。物体の色

は何によって決まるのかを考え，物体から目

に届く光には透過光と反射光があることを理

解する。太陽光をプリズムで分散させてスク

リーンに当てたときの現象を基に，見えない光

のなかまについて問題を見いだす。電磁波と

いう広い概念で，可視光線や赤外線，紫外

線，電波，X 線などの関係を理解する。テレビ

などのリモコンを使って，赤外線を調べる。赤

外線の性質とその利用について理解を深め

る。ブラックライトを当てて，紫外線に反応する

物質を調べる。紫外線の性質とその利用につ

いて理解を深める。電波や X 線，ガンマ線の

性質とその利用について理解を深める。放射

線の一種としての X 線やガンマ線の生物へ

の影響について理解するとともに，科学技術

のあり方について判断するため

に必要な態度を身につける。

17

1

２

学

期

２編　物質の科学

１章　材料とその再利用
【知識及び技能】

金属やプラスチックの種類，性質および
用途と資源の再利用について，日常生

活と関連付けて理解するとともに，それ

らの観察，実験などに関する技能を身
に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
材料とその再利用について，問題を見

いだし見通しをもって観察，実験などを

行い，人間生活と関連付けて，科学的

に考察し表現する。
【学びに向かう力、人間性等】

材料とその再利用に関する事物・現象

に進んで関わり，科学的に探究しようと
する態度を養うとともに，科学に対する

興味・関心を高める。

ガラス瓶とペットボトルの比較を基に，資源を

再利用するための方法について問題を見い

だす。循環型社会を目指す必要性と 3R につ

いて理解する。ガラス瓶における 3R につい

て理解し，それぞれの利点について考える。・

金属と非金属の性質の違いを比較して，金属

の構造について問題を見いだす。金属に特有

の性質について理解する。金属の構造につい

て理解し，それを基に金属特有の性質につい

て考える。金属の分類について理解する。金

属を区別するための方法を考えて実験を計

画し，アルミニウム，鉄，銅の性質をさまざまな

方法で調べる。実験結果を基に考察し，金属

の種類による物理的な性質および化学的な

性質の違いについて理解する。銅の精錬方

法と用途について理解する。銅の酸化物から

銅を取り出すことができることを確かめる。鉄

やアルミニウムの精錬方法と用途について理

解する。さびについて理解するとともに，さび

を防ぐ方法と利用について考え，理解する。金

属の再生利用の基本と，リサイクルマークに

ついて理解する。スチール缶の再生利用の方

法について理解する。アルミニウム缶の再生

利用の方法を理解し，その重要性について考

える。プラスチックと金属を比較して，プラス

チックの性質や種類について問題を見いだ

す。プラスチックの種類や特徴，用途について

理解する。プラスチックを区別する方法を考

え，いろいろなプラスチックの性質を調べる。

実験結果を基に，ポリエチレン，ポリ塩化ビニ

ル，フェノール樹脂の性質を比べ，それぞれの

特徴を考える。プラスチックの原料について理

解する。モノマーとポリマー，重合（付加重合，

縮合重合）など，プラスチックの構造について

理解する。

・尿素樹脂を合成する。さまざまな機能をもつ

プラスチックが開発，利用されていることを知

り，それらと人間生活との関わりについて考え

る。プラスチックの再生利用の重要性につい

て考えるとともに，プラスチックのマテリアルリ

サイクル，ケミカルリサイクル，サーマルリサイ

【知識・技能】

金属やプラスチックの種類，性質および用途と資
源の再利用についての基本的な概念や原理・法則

などを日常生活と関連付け
て理解しているとともに，科学的に探究するために

必要な観察，実験などに関する基本操作や記録な

どの基本的な技能を身に
付けている。

【思考・判断・表現】
材料とその再利用について，問題を見いだし見通

しをもって観察，実験などを行い，人間生活と関連

付けて，科学的に考察し表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
材料とその再利用に主体的に関わり，見通しをもっ

たり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとし

ている。



1

３

学

期

４編　宇宙や地球の科学

２章　自然景観と自然災害
【知識及び技能】

身近な自然景観の成り立ちと自然災害
について，人間生活と関連付けて理解

するとともに，それらの観察，実験などに

関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】

自然景観と自然災害について，問題を
見いだし見通しをもって観察，実験など

を行い，人間生活と関連付けて，科学

的に考察し表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
自然景観と自然災害に関する事物・現

象に進んで関わり，科学的に探究しよ

うとする態度を養うとともに，科学に対
する興

味・関心を高める。

ヒマラヤ山脈でとれたアンモナイトの写真を

基に，地球規模の地形のでき方について問

題を見いだす。プレート運動により，プレート境

界に海嶺や海溝，山脈などができることを理

解する。地表の景観は常に変化し続けており，

長い時間をかけて少しずつ移り変わることに

ついての理解を深める。断層運動によって山

地と低地ができることを理解する。断層運動

によってできた地形が見られる場所は，過去

に地震が繰り返し発生した場所であることを

理解し，防災のための取り組みの必要性に気

づく。マグマの性質とそれによる火山の姿や

噴火の形態について理解する。山脈や火山を

もたらす原動力は地球内部の熱であり，その

熱が地表に放出される過程でプレートが動い

ていることを理解する。地表は徐々に風化して

もろくなり，地すべりや土砂崩れ，土石流など

が起こることがあることを理解する。斜面崩壊

や土石流のモデル実験を行う。流水の三作

用について理解する。太陽のエネルギーがも

たらすさまざまな地形や景観について理解す

る。自然災害と人間生活について考え，自然

災害やそれらに対する対策について問題を見

いだす。自然災害と自然現象との違いについ

て理解する。自然災害と人間生活との関わり

についての理解を深める。プレート境界で起

こる地震と内陸で起こる地震のメカニズムと

特徴について理解する。液状化のモデル実験

を行う。地震災害への対策の必要性を理解

し，防災・減災のための具体的な取り組みに

ついて知り，自分たちにできることはあるか考

える。火山の噴火によるさまざまな災害につ

いて理解する。火山の噴火に対する防災・減

災のための取り組みについて知

り，自分たちにできることはあるか考える。台

風や低気圧などの大雨によるさまざまな災害

について理解する。暴風や雷，大雪などによっ

ても気象災害が起こることを知る。ハザード

マップと地形図を比較して水害や土砂災害

が起こりやすい地形を調べ，それらが起こりや

すい地形の特徴を捉える。気象災害に対する

防災・減災のための取り組みや課題について

知り，自分たちにできることはあるか考える。

自然災害を軽減するために自分たちにできる

ことについて問題を見いだす。天気予報の仕

組みや気象観測の発達について理解する。気

象に関する注意報と警報について理解し，そ

れらが発令された際の行動について考える。

火山の噴火を予測したり，地震波や津波の到

達に先回りしたりするためのシステムについ

て知る。自然災害に対する防災・減災のため

の取り組みへの科学技術の重要性と限界に

【知識・技能】

身近な自然景観の成り立ちや自然災害について
の基本的な概念や原理・法則などを人間生活と関

連付けて理解しているとともに，科学的に探究する
ために必要な観察，実験などに関する基本操作や

記録などの基本的な技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】
自然景観と自然災害について，問題を見いだし見

通しをもって観察，実験などを行い，人間生活と関
連付けて，科学的に考察し表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】

自然景観と自然災害に主体的に関わり，見通しを

もったり振り返ったりするなど，科学的に探究しよう
としている。

16

定期考査

○ ○
合計

75



高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

12

1

・遺伝情報の伝達や生物の形質について、ヒトを中心とした
身近な生物の事例等も踏まえながら、考察及び探究活動を
行う。
・二重らせん構造について、立体模型の組み立て及び観察
をしながら、その構造を図示したり説明したりすることがで
きるように探究活動を行う。
・ＤＮＡの塩基配列について、その組み合わせや複製の特徴
を踏まえながら理解を深める。
・タンパク質の構造やその特徴について、身近な物質（卵白
等）を用いた実験を行い、考察及び探究活動を行う。
・ＲＮＡの種類や転写・翻訳の過程について、教科書の図等
を用いて簡単に説明できるように考察活動を行う。
・ヒトとゲノムについて、その特徴等を理解し、医療的な観点
から発展的な内容も踏まえて探究活動を行う。

【知識・技能】
・遺伝子の本体がＤＮＡであることを理解する。
・ＤＮＡを構成する４つの塩基や、塩基の相補性、二重らせん構
造等の特徴について理解している。
・ＤＮＡの複製のしくみや細胞分裂について、顕微鏡における
観察を通して理解する。
・ＤＮＡとタンパク質、アミノ酸の配列の関係性について理解し
ている。
【思考・判断・表現】
・遺伝情報の伝達およびその流れについて、ＤＮＡの構造や性
質と関連づけながら簡単に説明できる。
・ＤＮＡを構成する物質であるタンパク質の合成や、それに関与
するアミノ酸の性質について具体的な考察を行うことができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・身近な生物の形質や遺伝について興味関心をもち、自ら進
んで学習しようとしている。
・二重らせん構造をはじめとしたやタンパク質及びアミノ酸の
性質について、積極的に調べたり、探究活動を行うことができ
る。

○ ○ ○

定期考査
○ ○

○ ○ 1

第２章　遺伝子とそのはたらき
【知識及び技能】
遺伝子とＤＮＡ、染色体の関係性やそれ
ぞれの構造、及びゲノムの概念などを
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
ＤＮＡの構造及び塩基配列などについ
て、模式図や資料から考察や探究活動
を行うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
実験や観察、グループワーク等に主体
的に取り組み、ヒトをはじめとした生物
の遺伝のしくみに興味や関心をもって
学習する。

理科  生物基礎
理科  生物基礎 2

高等学校　新生物基礎（第一学習社）

理科

【 知　識　及　び　技　能 】

自然の事物・現象に興味関心をもち、主体的に観察や実験及びその他の学習活動に取り組むことができる。

 生物基礎

自然の事物・現象について、観察や実験を通して理解を深め、科学的に探究するために必要な基本的な技能を身に付けることができる。

自然の事物・現象について、観察や実験を見通しをもって行い、その原因や関連する事象を含めて科学的な視点で探求的な活動を行うことができる。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

・生物や生物現象に関わる実験や観察の技能を身に付け
ながら、それらの事象について基本的な語句や内容を理解

する。

・生物や生物現象に関わりながら、科学的な視点から考察及び探究活
動を行い、日常生活や社会と関連付けて事象を説明したりすることがで

きる。

・生物や生物現象に主体的に関わり、積極的に学びなが
ら、身近な生命や環境を尊重したり、保全したりする態度

を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

１

学

期

第１章　生物の特徴
【知識及び技能】
生物がもつ特徴の共通性や、エネル
ギー及び代謝のはたらきについて理解
させる。
【思考力、判断力、表現力等】
生物の観察やそのスケッチなどを通し
て、生物の多様性や共通性を表現した
り、代謝のしくみを模式図などを利用し
て説明させる。
【学びに向かう力、人間性等】
生物の観察やスケッチなどの記録を積
極的に行い、また中学校までの学習も
踏まえて主体的に生物のしくみなどを
探求する。

・生物の進化の過程等も踏まえ、生物の共通した特徴等を
確認する。
・教科書の図などを確認しながら、原核細胞及び真核細胞
の各部分の名称や働きを説明できるように探究活動を行
う。
・顕微鏡における様々な生物の観察を通して、使用方法な
どを身に付け、またその記録（スケッチ等）を行う。
・生物による細胞の構造の違いや共通性を、教科書等を用
いて考察する。
・同化や異化など、生物が行う代謝活動におけるエネル
ギーの移動等について、教科書等を用いて確認する。
・光合成や呼吸における体内のエネルギー変化や、それに
関わるＡＴＰやＡＤＰといった物質の構造について、考察や探
究活動を行う。
・代謝に関わる酵素や、その他の酵素について、実験を踏ま
えながら、仕組みや基質特異性などの特徴も併せて考察及
び探究活動を行う。

【知識・技能】
・生物の共通した特徴を理解している。
・原核細胞と真核細胞の違い及び構造を理解している。
・代謝及びＡＴＰについて理解している。
・顕微鏡を適切に使うことができる。
【思考・判断・表現】
・生物の共通した特徴やその由来等について、簡単に説明で
きる。
・細胞の構造等を教科書の図などの資料と関連づけて説明で
きる。
・代謝におけるエネルギーの遷移等について、図や資料を基に
考察及び探究できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・ヒトを含めた生物の特徴について、自らの経験等を基に積極
的に学習しようとしている。
・様々な生物に対して興味をもち、細胞をはじめとしたその構
造や特徴、また代謝などの生命活動について、積極的に調べ
たり、学習しようとしている。

〇 〇 〇 14

定期考査

２

学

期

第３章　ヒトのからだの調節
【知識・技能】
ヒトのからだの調節及び情報の伝達の
しくみに関する実験を通して、適切な結
果の処理能力を身に付けるとともに、
神経系や内分泌系、また免疫に関して
そのしくみや医療への応用について理
解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
ヒトのからだの調節及び伝達のしくみ
に関する実験や、免疫のしくみに関する
模式図の活用を通して、それらを説明
する。
【学びに向かう力、人間性等】
実験やグループワーク等に主体的に関
わり、自身を含めた身近な生物である
ヒトのからだの調節に関して興味をも
ち、意欲的に学習させる。

・簡単な情報伝達のしくみ（体液）の学習内容をもとに、心
拍数の変化の測定等の実験から、考察及び探究活動を行
う。
・神経系の分類（中枢神経、末梢神経）等を学習し、脳のし
くみやはたらきとの関係について説明できるように探究活
動を行う。
・図や資料から、具体的な自律神経系のはたらきや内分泌
系及びホルモンの種類をまとめ、それらが体内環境の維持
に関係していることを説明させる。
・血液中のグルコース濃度等に着目し、血糖濃度、の調節
に関与するホルモンなどについて考察を行う。
・物理的及び化学的な病原体の防御のしくみについて学習
し、白血球の動きについて考察を行う。
・自然免疫の働く場合の図や資料及び動画等を活用し、そ
の説明や現象の理解ができるように探究活動を設定する。
・抗体がつくられるしくみや二次応答のグラフを基に、獲得
免疫のしくみ等を説明させるグループワーク等を行う。
・アレルギー反応やHIV、また抗体を利用した医療など、免
疫機能の医療分野における応用や活用方法について考察
や探究活動を行う。

【知識・技能】
・体内の情報伝達のしくみを理解する。
・運動前後の心拍数等の測定結果を適切に処理するこ
・自然免疫、獲得免疫などの生体防御のしくみを理解する。
・免疫の異常や、その治療法など、医療への応用及び活用に
ついて理解する。
【思考・判断・表現】
・ヒトのからだの調節における情報の伝達について、実験を通
して説明および考察ができる。
・内分泌系（ホルモン）及び自律神経系の関係を、資料等を基
に説明できる。
・様々な免疫のしくみ（二次応答など）を、図や資料を基に説
明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・ヒトのからだの調節に関して、実験や学習に積極的に関わり、
調べたりすることができる。
・生体防御のしくみなど、ヒトのからだに関わる情報伝達や免
疫のしくみに関して興味をもち、進んで学習する。

〇 〇 〇 14

定期考査 〇 〇 1



〇 〇 1

２

学

期 定期考査 〇 〇 1

第４章　生物の多様性と生態系
【知識及び技能】
地球上の様々な植生と、それらと、生物
及び環境の関わり方について理解させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
植生の変化やバイオームの変化、また、
生物種の多様性と生態系の保全につ
いて、具体的に考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
身近な植生をはじめ、生態系や環境の
問題に興味関心をもち、積極的に学習
する。

・植生が３つに区分されること、また具体的な種類等につい
て、写真を見たり観察したりして考察する。
・光合成の速度についてのグラフ等を見て、その場所や種
類により異なる植生の環境等について探究活動を行う。
・世界や日本のバイオームの分布やその要因等について、
探究活動を行う。
・それぞれのバイオームにおける多種多様な植物について、
図鑑等を活用して調べ学習及び探究活動を行う。

【知識・技能】
・植生及びバイオームの遷移について、またその関係性につい
て理解している。
【思考・判断・表現】
・遷移やバイオームの移行に関係する要因について、資料を基
に考察することができる。
・生態系における生物の多様性及びそれらが環境に与える影
響について、人間活動も含めて考察、説明ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・資料を基にした考察活動や探究活動に積極的に関わり、学
習しようとしている。
・生態系や生物種、またそれらを取り巻く環境の問題について
興味や関心をもち、意欲的に学習しようとしている。

〇 〇 〇 13

定期考査

３

学

期

第４章　生物の多様性と生態系
【知識及び技能】
地球上の様々な植生と、それらと、生物
及び環境の関わり方について理解させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
植生やバイオームの変化、また、生物種
の多様性と生態系の保全について、具
体的に考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
身近な植生をはじめ、生態系や環境の
問題に興味関心をもち、積極的に学習
する。

・生産者と消費者の関係性や、栄養段階についてまとめ、生
物どうしの関係を表す図を用い探究活動を行う。
・生態系及び食物網における炭素と窒素を主としたエネル
ギー（物質）の循環について、図を参考にしたりして考察を
行う。
・地球温暖化等の環境問題について、その要因と改善につ
いて考察を行い、身近な生活等と結び付けるなどして、環境
について考える。

【知識・技能】
・生態系そのものや、その中の生物どうしの関係について理解
している。
・生態系の保全について理解している。
【思考・判断・表現】
・生態系における生物の多様性及びそれらが環境に与える影
響について、人間活動も含めて考察、説明ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・資料を基にした考察活動や探究活動に積極的に関わり、学
習しようとしている。
・生態系や生物種、またそれらを取り巻く環境の問題について
興味や関心をもち、意欲的に学習しようとしている。

○ ○ ○ 17

定期考査

〇 〇

1

合計

75



高等学校 令和７年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

自然の事物・現象に興味関心をもち、主体的に観察や実験及びその他の学習活動に取り組むことができる。

化学基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

・物質の構成やそれらが関わる化学変化について理
解すると同時に、科学的な探求活動に必要な観察、
実験における基本的な技能を身に付ける。

・物質の構成やそれらが関わる化学変化について、
観察や実験を通して、起きた事象の原因等を科学
的な視点で探求し、適切な表現を用いて考えを共
有したり深めたりすることができる。

・物質の構成やそれらが関わる化学変化について
興味関心をもち、調べ学習や観察及び実験を通し
た探究活動に主体的に取り組むことができる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

理科 化学基礎
理科 化学基礎 2

自然の事物・現象について、観察や実験を通して理解を深め、科学的に探究するために必要な基本的な技能を身に
付けることができる。

自然の事物・現象について、観察や実験を見通しをもって行い、その原因や関連する事象を含めて科学的な視点で探
求的な活動を行うことができる。

新編化学基礎（東京書籍）

理科

【 知　識　及　び　技　能 】

○ 1

１編　化学と人間生活
【知識及び技能】

日常生活や社会を支える物質の性質
を理解し、実験における基本操作を身

に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】

身近な物質や元素について、観察や実
験を通して探求を行い、科学的な考察
や表現の仕方を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
身近な物質や元素に興味関心をもち、

観察や実験においても主体的に取り組
むことができる。

・身近な物質を用いて、三態間の変化
について実験及び観察を行う。

・粒子の熱運動について、教科書及び
資料集の図を用いて説明を行ったり、

グループワーク等を通して表現活動を
行う。

・状態変化のグラフの意味を実験等を
通して理解させるとともに、簡単に説明
できるように考察活動を行う。

【知識・技能】
・物質の状態変化について、粒子の運動と関連付

けて理解している。
【思考・判断・表現】

・物質の状態変化について、粒子の熱運動などに
関連付けて説明できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・身近な物質や元素に興味関心をもち、私たちの
日常生活にどのように関わっているのかを調べた
り、課題を解決しようとしている。

○ ○ ○ 8

定期考査
○

１

学

期

２編　物質の構成
【知識及び技能】

原子の構造を理解し、それらが結合し
てできた物質の性質等を観察や実験を

通して理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
イオンの生成の仕方を原子の構造と関

連付けて説明したり、物質の構成にお

ける規則性や関係性を見出して表現す

ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】

身の周りにおける物質を構成する原子
について興味関心をもち、その構造や

結合の仕方を主体的に学ぶ態度を身

に付ける。

・教科書及び資料集の図を用いたりす
るなどして原子の構造を説明する。

・質量数及び同位体の語句の意味を
教科書等で確認し、簡単な元素におけ

る同位体や、その存在比について考え

る。
・教科書の電子配置の図を用いて、周

期表と関連付けながらその構造を説

明する。

・最外殻電子と価電子の違いを考察す
る。

・教科書や資料集の周期表を用いて、
元素の分類について説明するととも

に、実験を通してアルカリ金属やハロ

ゲンなど、特殊な元素及び物質につい
てレポート作成等を行う。

【知識・技能】
・原子の構造及び陽子、電子、中性子の性質を理

解している。
【思考・判断・表現】

・原子の構造やその電子配置を、周期表等から規

則性を見出し、説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】

・物質を構成する原子の構造について興味関心を

もち、主体的に探究活動や観察、実験に取り組むこ

とができる。
○ ○ ○ 8

定期考査
○ ○ 1

１編　化学と人間生活

【知識及び技能】
日常生活や社会を支える物質の性質

を理解し、実験における基本操作を身
に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
身近な物質や元素について、観察や実

験を通して探求を行い、科学的な考察
や表現の仕方を身に付ける。

【学びに向かう力、人間性等】
身近な物質や元素に興味関心をもち、
観察や実験においても主体的に取り組

むことができる。

・周期表を基に、身近な物質や元素に

ついて確認を行う。
・純物質や混合物について、具体例を

示すなどして説明を行う。
・ろ過や蒸留等の基本的な実験操作

を行うとともに、扱う物質についても考
察などを行う。

・単体と化合物の違いについて、具体
例を示して説明を行う。

・同素体の種類について、資料集の画
像や演示実験などを通して説明を行
う。

・元素の確認方法について、炎色反応
等の実験を行うとともに、使用した物
質や元素について探究活動を行う。

【知識・技能】

・身近な物質や元素の特徴を理解している。
・物質の分離や精製についての実験を通して、実

験の基本操作を身に付けている。
【思考・判断・表現】

・物質の分離や精製、元素の確認などの実験を通
して、身近な物質や元素について科学的な探究活

動を行うことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】

・身近な物質や元素に興味関心をもち、私たちの
日常生活にどのように関わっているのかを調べた
り、課題を解決しようとしている。

○ ○ ○ 10



〇 〇 1

３編　物質の変化

【知識及び技能】
物質量や化学反応式の意味について
理解すると共に、酸・塩基による中和反
応や酸化還元反応について実験及び
観察を通して理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
物質の量的関係や、中和反応や酸化
還元反応について実験・観察を通して
探求を行い、化学反応式などを用いて
その規則性や法則について考察をする

ことができる。

【学びに向かう力、人間性等】
中和反応や酸化還元反応などの物質

の化学変化に興味関心をもち、主体的
に実験や観察等に取り組むことができ
る。

・原子の相対質量の概念を、教科書の

図などを用いて説明する。
・物質量の概念を、教科書の図や箱の
体積などを用いて説明する。
・溶液の濃度の種類（質量パーセント
濃度・モル濃度）について演習問題を

通して理解させる。
・溶液の調製を、実験を通して身に付
けさせるとともに、使用する器具の名称
や使い方を説明する。

【知識・技能】

・物質量の意味や化学反応式における量的な関係
について理解する。
【思考・判断・表現】
・物質量やその量的関係について、化学反応式の
係数を用いるなどして説明できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・物質の量的な関係について興味関心をもち、観
察及び実験を通して主体的に取り組むことができ
る。

〇 〇 〇 12

２

学

期

２編　物質の構成

【知識及び技能】
原子の構造を理解し、それらが結合し

てできた物質の性質等を観察や実験を
通して理解する。

【思考力、判断力、表現力等】

イオンの生成の仕方を原子の構造と関
連付けて説明したり、物質の構成にお

ける規則性や関係性を見出して表現す
ることができる。

【学びに向かう力、人間性等】

身の周りにおける物質を構成する原子

について興味関心をもち、その構造や
結合の仕方を主体的に学ぶ態度を身

に付ける。

・イオンの生成について、図などを用い

て簡単に説明し、グループワーク等を
活用して陽イオンと陰イオンの違いな

どを説明できるような活動を行う。
・イオン化エネルギーや電子親和力、

及びイオン半径について、原子番号や

周期表と関連付けて説明を行う。
・電離など、イオン結合の特徴を実験

等で具体的な物質を用いて理解させ
る。

・組成式について、具体例をいくつか

挙げながら説明し、練習問題等を通し

て記述ができるように指導を行う。
・分子の形成や分子式の書き方につい

て教科書の図などを用いて説明を行

う。
・電子対や不対電子、また電子式や構

造式について、演習問題を通して簡単
な説明や記述ができるように指導を行

う。

・単結合・二重結合・三重結合につい
て、分子模型を活用して説明させる活

動等を行う。
・電気陰性度や分子の極性について、

実験を通して考察及びレポート作成等

を行う。
・グループワーク等を通して、分子結

晶・共有結合の結晶・金属結晶の違い
について調べたり、その構造を簡単に

説明できるようにさせる。

【知識・技能】

・イオンの生成と電子配置を関連付けて理解してい
る。

・物質の結合の仕方やその物質の性質について実
験等を通じて理解している。

【思考・判断・表現】

・物質の構成や結合について、実験や観察を通し
て探求活動を行い、規則性や関係性について考察

等を行うことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】

・物質を構成する原子の構造について興味関心を

もち、主体的に探究活動や観察、実験に取り組むこ

とができる。

〇 〇 〇 15

定期考査

定期考査
〇 〇 1

３

学

期

３編　物質の変化
【知識及び技能】
物質量や化学反応式の意味について
理解すると共に、酸・塩基による中和反

応や酸化還元反応について実験及び

観察を通して理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
物質の量的関係や、中和反応や酸化
還元反応について実験・観察を通して

探求を行い、化学反応式などを用いて

その規則性や法則について考察をする

ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】

中和反応や酸化還元反応などの物質

の化学変化に興味関心をもち、主体的

に実験や観察等に取り組むことができ
る。

・酸と塩基の物質の定義を説明すると
ともに、その性質を観察や実験を通し
て理解させる。
・酸と塩基の物質の価数や強弱を、観

察や実験を通して理解するとともに、そ

の原因等の考察を行う。

・水素イオン濃度と水酸化物イオンに
ついて、水を主にした身近な物質を例
に挙げ説明する。

・ｐＨの意味やその測定方法について、

観察や実験を通して理解させるととも

に、身近な生活における活用方法や用
途について、グループワーク等を活用

して探究活動を行う。

・中和反応で起こる物質の変化を、前

時までに学んだ酸や塩基の物質を交
えながら説明を行う。
・中和反応によって生じる物質（水、塩

など）について、観察や実験を通して

考察を行う。

・中和滴定の実験を通して、使用する
器具の名称及びその使い方の説明を
行い、実験結果についてレポートにまと

めるなど探究活動を行う。

・中和反応の量的関係について、滴定

曲線等の作成も含めて考察を行い、理
解させる。

【知識・技能】
・酸・塩基及び中和反応、酸化還元反応に関する
実験や観察を通して、反応に関与する物質の変化
の様子や量的関係ついて理解する。

【思考・判断・表現】

・酸・塩基及び中和反応、酸化還元反応において、

実験や観察を通して物質の変化や量的関係につ
いて考察を行い、簡単に説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】

・中和反応や酸化還元反応における物質の化学

変化について興味関心をもち、実験や観察に主体

的に取り組むことができる。

〇 〇 〇 17

定期考査

〇 〇

1

合計

75



高等学校 令和７年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組： ３学年必修選択Ｃ群

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

理科 物理基礎演習
理科 物理基礎演習 2

物理基礎演習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

物体の運動と様々なエネルギーについて、基本的な
概念や原理・法則を理解し、知識を身につける。

物体の運動と様々なエネルギーに関する事物・現象
の中を自分の日常生活と関連付けて考え、図や票を
用いて科学的に表現する力を身に付ける。

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的な原理
について探求する姿勢を身に付けるとともに、自己
の学習を振り返り調整する力を身に付ける。

定期考査 ○ ○

定期考査
○ ○

音に限らず、身のまわりには多くの波動現象

が存在することに気付き、波の現象について

基本的な性質や表し方を理解できる。波は、

媒質が振動する方向と、波が進む方向との関

係により、横波と縦波に分類することを理解

できる。波形を表す用語、振動の様子を表す

用語を学習し、それらの量の間にはどのよう

な関係があるか理解する。波と波が出会うと

き、それぞれの波は独立に進み、重なるところ

では、波の重ね合わせの原理が成り立つこと

を理解できる。逆向きに進む、振幅、波長の等

しい波が重なり合うと、どちら向きにも進まな

い定常波（定在波）ができることを理解でき

る。波が反射するとき、変位が反転しない反

射と反転する反射とがあり、それは、端が自由

端か固定端かで決まることを理解できる。音

の高さ、大きさ、音色について、波形との関係

を理解する。また、音が伝わる速さや、うなりに

ついて考察し、音が波として伝わることの理

解を深める。弦にできる定常波と固有振動と

の関係を、弦楽器が鳴る仕組みと関連付けて

理解する。気柱にできる定常波と固有振動と

の関係を、管楽器が鳴る仕組みと関連付けて

理解できる。

【知識・技能】
さまざまな波とそのふるまいについての観察，実験
などを通して，様々な波の特徴やふるまいについて
理解しているとともに，科学的に探究するために必
要な観察，実験などに関する基本操作や記録など
の基本的な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
さまざまな波とそのふるまいについて，問題を見い
だし見通しをもって観察，実験などを行い，科学的
に考察し表現しているなど，科学的に探究してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
さまざまな波とそのふるまいに関する事物・現象に
主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりする
など，科学的に探究しようとしている。

○ ○ ○ 14

1

新編物理基礎（東京書籍）

理科

【 知　識　及　び　技　能 】
自然の事物・現象について、観察や実験を通して理解を深め、科学的に探究するために必要な基本的な技能を身に
付け、活用することができる。

自然の事物・現象について、観察や実験を見通しをもって行い、その原因や関連する事象を含めて科学的な視点で探
求的な活動を継続的に行うことができる。

自然の事物・現象に興味関心をもち、主体的に観察や実験及びその他の学習活動に取り組み、自己の活動を振り返っ
て調整することができる。

態
配当
時数

１

学

期

２編さまざまな物理現象とエネルギー

１章　熱

【知識・技能】

熱の表し方についての観察，実験などを

通して，物理量の測定と扱い方，熱の表し

方，熱平衡とその利用について理解すると

ともに，それらの観察，実験などに関する

技能を身に付ける。

【思考・判断・表現】

熱の表し方について，問題を見いだし見

通しをもって観察，実験などを行い，科学

的に考察し表現する。

【主体的に学習に取り組む態度】

熱の表し方に主体的に関わり，科学的に

探究しようとする態度を養う。

ブラウン運動などの観察を通して、原子や分

子の熱運動と温度の関係を定性的に理解で

きる。物質の三態変化及びそのときの熱の出

入りについて、原子・分子の熱運動の立場か

ら理解できる。熱量、熱容量、比熱、および熱

量の保存について理解し、熱を定量的に扱え

るようになる。仕事と熱の変換、内部エネル

ギー、および熱力学第１法則について学び、

熱現象とエネルギーの関係について理解す

る。熱機関とその熱効率、および熱現象の不

可逆性について学び、エネルギーの有効利用

についての理解を深める。

【知識・技能】
熱の表し方についての観察，実験などを通して，熱
量、熱容量、比熱の扱い方，表し方について理解し
ているとともに，科学的に探究するために必要な観
察，実験などに関する基本操作や記録などの基本

的な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
熱の表し方について，問題を見いだし見通しをもっ
て観察，実験などを行い，科学的に考察し表現して
いるなど，科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】
熱の表し方に主体的に関わり，見通しをもったり振
り返ったりするなど，科学的に探究しようとしてい
る。

○ ○ ○ 8

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1

２章　波

【知識・技能】

波とその性質についての観察，実験など

を通して，様々な波の特徴やふるまいにつ

いて理解するとともに，それらの観察，実

験などに関する技能を身に付ける。

【思考・判断・表現】

様々な波とそのはたらきについて，問題を

見いだし見通しをもって観察，実験などを

行い，科学的に考察し表現する。

【主体的に学習に取り組む態度】

様々な波とそのはたらきに関する事物・現

象に主体的に関わり，科学的に探究しよ

うとする態度を養う。



４章　エネルギーとその利用

【知識・技能】

エネルギーとその利用について，物理学

的な側面から理解させる。

【思考・判断・表現】

エネルギーとその利用について，問題を見

いだし，科学的に考察し表現する。

【主体的に学習に取り組む態度】

エネルギーとその利用に関する事物・現

象に主体的に関わり，科学的に探究しよ

うとする態度を養う。

終章　物理学が開く世界

「物理基礎」で学んだ事柄が，日常生活

や社会を支えている科学技術と結びつい

ていることを理解する。

エネルギーの「量」の表し方を確認する。エネルギー

保存の法則について理解する。原子の構造，同位

体，核エネルギーについて理解する。原子の構造，

同位体，核エネルギーについて理解する。放射線に

はα線，β線，γ線などがあることと，放射性崩壊と

半減期について理解する。原子力発電所では核分

裂の連鎖反応を利用していることを理解する。核融

合と核融合発電について理解する。放射線にはさま

ざまな種類があり，性質が異なること，性質に応じて

さまざまに利用されることを理解する。放射能と放射

線の単位，放射線の人体への影響について理解す

る。生命のエネルギーの源が太陽からもたらされる

光エネルギーであることを理解する。持続可能な社

会に向けて，どのような取り組みが行われているか

理解する。

【知識・技能】

さまざまなエネルギーの特性や利用，放射線の種類や性

質，放射性物質の基本的な性質について理解している。

【思考・判断・表現】

さまざまなエネルギーの特性や利用，放射線の種類や性

質，放射性物質の基本的な性質について，問題を見いだ

し，科学的に考察し表現しているなど，科学的に探究してい

る。

【主体的に学習に取り組む態度】

エネルギーとその利用に関する事物・現象に主体的に関わ

り，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究し

ようとしている。

【知識・技能】

「物理基礎」で学んだ事柄が，日常生活や社会を支えてい

る科学技術と結びついていることを理解している。

【主体的に学習に取り組む態度】

「物理基礎」で学んだ事柄をもとに，社会や自分の未来に

ついて，主体的に考えたり，調べようとしたりしている。

〇 〇

３章　電気
【知識・技能】
電気についての観察，実験などを通し
て，物質と電気抵抗，電気の利用につ

直線電流や円形電流，ソレノイドを流れる電流がど

のような磁場をつくるか理解する。

磁力や磁場，磁場の向きと磁力線について理解す

る。電流が磁場から力を受けることを理解する。電磁

誘導の法則について理解する。さまざまな発電方式

【知識・技能】
電気についての観察，実験などを通して，物質と電
気抵抗，電気の利用について理解しているととも
に，科学的に探究するために必要な観察，実験な

〇 〇

定期考査

３

学

期

〇 4

〇 〇 1

〇 〇

２

学

期

３章　電気

【知識・技能】

電気についての観察，実験などを通して，

物質と電気抵抗，電気の利用について理

解するとともに，それらの観察，実験などに

関する技能を身に付ける。

【思考・判断・表現】

電気について，問題を見いだし見通しを

もって観察，実験などを行い，科学的に考

察し表現する。

【主体的に学習に取り組む態度】

電気に関する事物・現象に主体的に関わ

り，科学的に探究しようとする態度を養う。

静電気や静電気力について理解する。また，

原子の構成について理解する。電流の大きさ

の表し方と，電流の向きと電子の移動の向き

の関係を理解する。オームの法則について理

解する。

２つの抵抗を直列接続，並列接続したときの

電流や電圧がどうなるか理解する。電気エネ

ルギーについて理解する。電気エネルギーが

ほかのエネルギーに変換される単位時間あ

たりの量を電力といい，電圧と電流の積で表

されることを理解する。

【知識・技能】
電気についての観察，実験などを通して，物質と電
気抵抗，電気の利用について理解しているととも
に，科学的に探究するために必要な観察，実験な
どに関する基本操作や記録などの基本的な技能
を身に付けている。
【思考・判断・表現】
電気について，問題を見いだし見通しをもって観
察，実験などを行い，科学的に考察し表現している
など，科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】
電気に関する事物・現象に主体的に関わり，見通し
をもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しよ
うとしている。

〇 〇 〇 16

定期考査

16〇

1



４章　エネルギーとその利用

【知識・技能】

エネルギーとその利用について，物理学

的な側面から理解させる。

【思考・判断・表現】

エネルギーとその利用について，問題を見

いだし，科学的に考察し表現する。

【主体的に学習に取り組む態度】

エネルギーとその利用に関する事物・現

象に主体的に関わり，科学的に探究しよ

うとする態度を養う。

終章　物理学が開く世界

「物理基礎」で学んだ事柄が，日常生活

や社会を支えている科学技術と結びつい

ていることを理解する。

エネルギーの「量」の表し方を確認する。エネルギー

保存の法則について理解する。原子の構造，同位

体，核エネルギーについて理解する。原子の構造，

同位体，核エネルギーについて理解する。放射線に

はα線，β線，γ線などがあることと，放射性崩壊と

半減期について理解する。原子力発電所では核分

裂の連鎖反応を利用していることを理解する。核融

合と核融合発電について理解する。放射線にはさま

ざまな種類があり，性質が異なること，性質に応じて

さまざまに利用されることを理解する。放射能と放射

線の単位，放射線の人体への影響について理解す

る。生命のエネルギーの源が太陽からもたらされる

光エネルギーであることを理解する。持続可能な社

会に向けて，どのような取り組みが行われているか

理解する。

【知識・技能】

さまざまなエネルギーの特性や利用，放射線の種類や性

質，放射性物質の基本的な性質について理解している。

【思考・判断・表現】

さまざまなエネルギーの特性や利用，放射線の種類や性

質，放射性物質の基本的な性質について，問題を見いだ

し，科学的に考察し表現しているなど，科学的に探究してい

る。

【主体的に学習に取り組む態度】

エネルギーとその利用に関する事物・現象に主体的に関わ

り，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究し

ようとしている。

【知識・技能】

「物理基礎」で学んだ事柄が，日常生活や社会を支えてい

る科学技術と結びついていることを理解している。

【主体的に学習に取り組む態度】

「物理基礎」で学んだ事柄をもとに，社会や自分の未来に

ついて，主体的に考えたり，調べようとしたりしている。

〇 〇

〇 〇

1

合計

３

学

期

63

〇 4

定期考査



高等学校 令和７年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組： ３学年必修選択Ａ群

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

理科 生物基礎演習
理科 生物基礎演習 2

定期考査 ○ ○

1

２

学

期

第３章　ヒトのからだの調節
【知識・技能】
ヒトのからだの調節及び情報の伝達の
しくみに関する実験を通して、適切な結
果の処理能力を身に付けるとともに、神
経系や内分泌系、また免疫に関してそ
のしくみや医療への応用について理解
させる。
【思考力、判断力、表現力等】
ヒトのからだの調節及び伝達のしくみに
関する実験や、免疫のしくみに関する模
式図の活用を通して、それらを説明す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
実験やグループワーク等に主体的に関
わり、自身を含めた身近な生物である
ヒトのからだの調節に関して興味をも
ち、意欲的に学習させる。

・簡単な情報伝達のしくみ（体液）の学
習内容をもとに、心拍数の変化の測定
等の実験から、考察及び探究活動を
行う。
・神経系の分類（中枢神経、末梢神
経）等を学習し、脳のしくみやはたらき
との関係について説明できるように探
究活動を行う。
・図や資料から、具体的な自律神経系
のはたらきや内分泌系及びホルモンの
種類をまとめ、それらが体内環境の維
持に関係していることを説明させる。
・血液中のグルコース濃度等に着目
し、血糖濃度、の調節に関与するホル
モンなどについて考察を行う。
・物理的及び化学的な病原体の防御
のしくみについて学習し、白血球の動き
について考察を行う。
・自然免疫の働く場合の図や資料及び
動画等を活用し、その説明や現象の理
解ができるように探究活動を設定す
る。
・抗体がつくられるしくみや二次応答の
グラフを基に、獲得免疫のしくみ等を説
明させるグループワーク等を行う。
・アレルギー反応やHIV、また抗体を利
用した医療など、免疫機能の医療分野
における応用や活用方法について考
察や探究活動を行う。

【知識・技能】
・体内の情報伝達のしくみを理解する。
・運動前後の心拍数等の測定結果を適切に処理
するこ
・自然免疫、獲得免疫などの生体防御のしくみを理
解する。
・免疫の異常や、その治療法など、医療への応用及
び活用について理解する。
【思考・判断・表現】
・ヒトのからだの調節における情報の伝達につい
て、実験を通して説明および考察ができる。
・内分泌系（ホルモン）及び自律神経系の関係を、
資料等を基に説明できる。
・様々な免疫のしくみ（二次応答など）を、図や資料
を基に説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・ヒトのからだの調節に関して、実験や学習に積極
的に関わり、調べたりすることができる。
・生体防御のしくみなど、ヒトのからだに関わる情報
伝達や免疫のしくみに関して興味をもち、進んで学
習する。

〇 〇 〇 16

定期考査
○ ○

態
配当
時数

１

学

期

第１章　生物の特徴
【知識及び技能】
生物がもつ特徴の共通性や、エネル
ギー及び代謝のはたらきと代謝におけ
るATPのはたらきについて理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
生物の観察やそのスケッチなどを通し
て、生物の多様性や共通性を表現した
り、代謝のしくみを模式図などを利用し
て説明させる。
【学びに向かう力、人間性等】
生物の観察やスケッチなどの記録を積
極的に行い、また中学校までの学習も
踏まえて主体的に生物のしくみなどを
探求する。

・生物の進化の過程等も踏まえ、生物
の共通した特徴等を確認する。
・教科書の図などを確認しながら、原
核細胞及び真核細胞の各部分の名称
や働きを説明できるように探究活動を
行う。
・顕微鏡における様々な生物の観察を
通して、使用方法などを身に付け、また
その記録（スケッチ等）を行う。
・生物による細胞の構造の違いや共通
性を、教科書等を用いて考察する。
・同化や異化など、生物が行う代謝活
動におけるエネルギーの移動等につい
て、教科書等を用いて確認する。
・光合成や呼吸における体内のエネル
ギー変化や、それに関わるＡＴＰやＡＤＰ

【知識・技能】
・生物の共通した特徴を理解している。
・原核細胞と真核細胞の違い及び構造を理解して
いる。
・代謝及びＡＴＰについて理解している。
・顕微鏡を適切に使うことができる。
【思考・判断・表現】
・生物の共通した特徴やその由来等について、簡
単に説明できる。
・細胞の構造等を教科書の図などの資料と関連づ
けて説明できる。
・代謝におけるエネルギーの遷移等について、図や
資料を基に考察及び探究できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・ヒトを含めた生物の特徴について、自らの経験等
を基に積極的に学習しようとしている。

○ ○ ○ 8

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1

第２章　遺伝子とそのはたらき
【知識及び技能】
遺伝子とＤＮＡ、染色体の関係性やそれ
ぞれの構造、及びゲノムの概念などを
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
ＤＮＡの構造及び塩基配列などについ
て、模式図や資料から考察や探究活動
を行うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
実験や観察、グループワーク等に主体
的に取り組み、ヒトをはじめとした生物
の遺伝のしくみに興味や関心をもって
学習する。

・遺伝情報の伝達や生物の形質につ
いて、ヒトを中心とした身近な生物の事
例等も踏まえながら、考察及び探究活
動を行う。
・遺伝子とDNA、染色体などがどのよ
うな関係にあり、どのように生物の形質
を決めているのかを説明できるように
探究活動を行う。
・二重らせん構造について、立体模型
の組み立て及び観察をしながら、その
構造を図示したり説明したりすることが
できるように探究活動を行う。
・ＤＮＡの塩基配列について、その組み
合わせや複製の特徴を踏まえながら理
解を深める。
・タンパク質の構造やその特徴につい
て、身近な物質（卵白等）を用いた実
験を行い、考察及び探究活動を行う。
・ＲＮＡの種類や転写・翻訳の過程につ
いて、教科書の図等を用いて簡単に説
明できるように考察活動を行う。
・ヒトとゲノムについて、その特徴等を理
解し、医療的な観点から発展的な内容

【知識・技能】
・遺伝子の本体がＤＮＡであることを理解する。
・ＤＮＡを構成する４つの塩基や、塩基の相補性、二
重らせん構造等の特徴について理解している。
・ＤＮＡの複製のしくみや細胞分裂について、顕微
鏡における観察を通して理解する。
・ＤＮＡとタンパク質、アミノ酸の配列の関係性につ
いて理解している。
【思考・判断・表現】
・遺伝情報の伝達およびその流れについて、ＤＮＡ
の構造や性質と関連づけながら簡単に説明でき
る。
・ＤＮＡを構成する物質であるタンパク質の合成や、
それに関与するアミノ酸の性質について具体的な
考察を行うことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・身近な生物の形質や遺伝について興味関心をも
ち、自ら進んで学習しようとしている。
・二重らせん構造をはじめとしたやタンパク質及び
アミノ酸の性質について、積極的に調べたり、探究
活動を行うことができる。

○ ○ ○ 14

生物基礎演習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

・生物や生物現象に関わる実験や観察の技能を身に

付けながら、それらの事象について基本的な語句や

概念、原理、法則を理解する。

・生物や生物現象に関わりながら、科学的な視点か

ら考察及び探究活動を行い、日常生活や社会と関連

付けて事象を説明したりすることができる。

・生物や生物現象に主体的に関わり、積極的に学び

ながら、身近な生命や環境を尊重したり、保全したり

する態度を養う。

高等学校　新生物基礎（第一学習社）

理科

【 知　識　及　び　技　能 】
自然の事物・現象について、観察や実験を通して理解を深め、科学的に探究するために必要な基本的な技能を身に付

けることができる。

自然の事物・現象について、観察や実験を見通しをもって行い、その原因や関連する事象を含めて科学的な視点で探求

的な活動を行うことができる。

自然の事物・現象に興味関心をもち、主体的に観察や実験及びその他の学習活動に取り組むことができる。



〇 〇

３

学

期

【知識・技能】
・植生及びバイオームの遷移について、またその関
係性について理解している。
【思考・判断・表現】

〇 〇

〇 〇

1

合計

第４章　生物の多様性と生態系
【知識及び技能】
地球上の様々な植生と、それらと、生物
及び環境の関わり方について理解させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
植生やバイオームの変化、また、生物種
の多様性と生態系の保全について、具
体的に考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
身近な植生をはじめ、生態系や環境の
問題に興味関心をもち、積極的に学習
する。

・生産者と消費者の関係性や、栄養段
階についてまとめ、生物どうしの関係を
表す図を用い探究活動を行う。
・生態系及び食物網における炭素と窒
素を主としたエネルギー（物質）の循
環について、図を参考にしたりして考察
を行う。
・生物どうしの関係が種の多様性に与
える影響に加え、人間活動による生態
系への影響ついて考察し、生態系の保
存の重要性を考える。
・地球温暖化等の環境問題について、
その要因と改善について考察を行い、
身近な生活等と結び付けるなどして、
環境について考える。

【知識・技能】
・生態系そのものや、その中の生物どうしの関係に
ついて理解している。
・生態系の保全について理解している。
【思考・判断・表現】
・生態系における生物の多様性及びそれらが環境
に与える影響について、人間活動も含めて考察、説
明ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・資料を基にした考察活動や探究活動に積極的に
関わり、学習しようとしている。
・生態系や生物種、またそれらを取り巻く環境の問
題について興味や関心をもち、意欲的に学習しよう
としている。

〇 〇

16

定期考査 〇 〇 1

第４章　生物の多様性と生態系
【知識及び技能】
地球上の様々な植生と、それらと、生物
及び環境の関わり方について理解させ

・植生が３つに区分されること、また具
体的な種類等について、写真を見たり
観察したりして考察する。
・地球上の多様な植生と生物や環境と

〇

63

〇 4

定期考査

1

２

学

期 定期考査



高等学校 令和７年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 3 学年 1 組～ 5 組

使用教科書： （ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

新編化学基礎（東京書籍）サイエンスビュー（第一学習社）
理科

【 知　識　及　び　技　能 】 自然の事物・現象について、観察や実験を通して理解を深め、科学的に探究するために必要な基本的な技能を身に付

理科 化学基礎
理科 化学基礎 2

定期考査

化学基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

・物質の構成やそれらが関わる化学変化について理
解すると同時に、科学的な探求活動に必要な観察、
実験における基本的な技能を身に付ける。

・物質の構成やそれらが関わる化学変化について、
観察や実験を通して、起きた事象の原因等を科学的
な視点で探求し、適切な表現を用いて考えを共有し
たり深めたりすることができる。

・物質の構成やそれらが関わる化学変化について興
味関心をもち、調べ学習や観察及び実験を通した探
究活動に主体的に取り組むことができる。

定期考査
○ ○ 1

２編　物質の構成

【知識及び技能】

原子の構造を理解し、それらが結合してできた物質

の性質等を観察や実験を通して理解する。

【思考力、判断力、表現力等】

イオンの生成の仕方を原子の構造と関連付けて説

明したり、物質の構成における規則性や関係性を

見出して表現することができる。

【学びに向かう力、人間性等】

身の周りにおける物質を構成する原子について興

味関心をもち、その構造や結合の仕方を主体的に

・教科書及び資料集の図を用いたりするなどして原

子の構造を説明する。

・質量数及び同位体の語句の意味を教科書等で

確認し、簡単な元素における同位体や、その存在比

について考える。

・教科書の電子配置の図を用いて、周期表と関連

付けながらその構造を説明する。

・最外殻電子と価電子の違いを考察する。

・教科書や資料集の周期表を用いて、元素の分類

について説明するとともに、実験を通してアルカリ金

属やハロゲンなど、特殊な元素及び物質について

【知識・技能】

・原子の構造及び陽子、電子、中性子の性質を理解している。

【思考・判断・表現】

・原子の構造やその電子配置を、周期表等から規則性を見出し、説

明することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

・物質を構成する原子の構造について興味関心をもち、主体的に

探究活動や観察、実験に取り組むことができる。

○ ○ ○

自然の事物・現象について、観察や実験を見通しをもって行い、その原因や関連する事象を含めて科学的な視点で探
自然の事物・現象に興味関心をもち、主体的に観察や実験及びその他の学習活動に取り組むことができる。

態
配当
時数

１

学

期

１編　化学と人間生活
【知識及び技能】
日常生活や社会を支える物質の性質
を理解し、実験における基本操作を身
に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
身近な物質や元素について、観察や
実験を通して探求を行い、科学的な考
察や表現の仕方を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
身近な物質や元素に興味関心をもち、
観察や実験においても主体的に取り
組むことができる。

・周期表を基に、身近な物質や元素に
ついて確認を行う。
・純物質や混合物について、具体例を
示すなどして説明を行う。
・ろ過や蒸留等の基本的な実験操作
を行うとともに、扱う物質についても考
察などを行う。
・単体と化合物の違いについて、具体
例を示して説明を行う。
・同素体の種類について、資料集の画
像や演示実験などを通して説明を行
う。
・元素の確認方法について、炎色反応
等の実験を行うとともに、使用した物
質や元素について探究活動を行う。

【知識・技能】

・身近な物質や元素の特徴を理解している。

・物質の分離や精製についての実験を通して、実験の基本

操作を身に付けている。

【思考・判断・表現】

・物質の分離や精製、元素の確認などの実験を通して、身

近な物質や元素について科学的な探究活動を行うことが

できる。

【主体的に学習に取り組む態度】

・身近な物質や元素に興味関心をもち、私たちの日常生活

にどのように関わっているのかを調べたり、課題を解決しよ

うとしている。

○ ○ ○ 10

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1

１編　化学と人間生活
【知識及び技能】
日常生活や社会を支える物質の性質
を理解し、実験における基本操作を身
に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
身近な物質や元素について、観察や
実験を通して探求を行い、科学的な考
察や表現の仕方を身に付ける。

・身近な物質を用いて、三態間の変化
について実験及び観察を行う。
・粒子の熱運動について、教科書及び
資料集の図を用いて説明を行ったり、
グループワーク等を通して表現活動を
行う。
・状態変化のグラフの意味を実験等を
通して理解させるとともに、簡単に説
明できるように考察活動を行う。

【知識・技能】

・物質の状態変化について、粒子の運動と関連付けて理解

している。

【思考・判断・表現】

・物質の状態変化について、粒子の熱運動などに関連付け

て説明できる。

【主体的に学習に取り組む態度】

・身近な物質や元素に興味関心をもち、私たちの日常生活

にどのように関わっているのかを調べたり、課題を解決しよ

うとしている。

○ ○

○ ○

8

〇 15

〇 〇 1

○ 8

〇 17

・イオンの生成について、図などを用いて簡単に説

明し、グループワーク等を活用して陽イオンと陰イオ

ンの違いなどを説明できるような活動を行う。

・イオン化エネルギーや電子親和力、及びイオン半

径について、原子番号や周期表と関連付けて説明

を行う。

・電離など、イオン結合の特徴を実験等で具体的な

物質を用いて理解させる。

・組成式について、具体例をいくつか挙げながら説

明し、練習問題等を通して記述ができるように指導

を行う。

・分子の形成や分子式の書き方について教科書の

図などを用いて説明を行う。

・電子対や不対電子、また電子式や構造式につい

て、演習問題を通して簡単な説明や記述ができる

ように指導を行う。

・単結合・二重結合・三重結合について、分子模型

を活用して説明させる活動等を行う。

・電気陰性度や分子の極性について、実験を通して

考察及びレポート作成等を行う。

・グループワーク等を通して、分子結晶・共有結合

の結晶・金属結晶の違いについて調べたり、その構

【知識・技能】

・イオンの生成と電子配置を関連付けて理解している。

・物質の結合の仕方やその物質の性質について実験等を

通じて理解している。

【思考・判断・表現】

・物質の構成や結合について、実験や観察を通して探求活

動を行い、規則性や関係性について考察等を行うことがで

きる。

【主体的に学習に取り組む態度】

・物質を構成する原子の構造について興味関心をもち、主

体的に探究活動や観察、実験に取り組むことができる。
〇 〇

定期考査

２編　物質の構成

【知識及び技能】

原子の構造を理解し、それらが結合してでき

た物質の性質等を観察や実験を通して理解

する。

【思考力、判断力、表現力等】

イオンの生成の仕方を原子の構造と関連付

けて説明したり、物質の構成における規則性

や関係性を見出して表現することができる。

【学びに向かう力、人間性等】

身の周りにおける物質を構成する原子につ

いて興味関心をもち、その構造や結合の仕

方を主体的に学ぶ態度を身に付ける。

２

学

期
３編　物質の変化

【知識及び技能】

物質量や化学反応式の意味について理解す

ると共に、酸・塩基による中和反応や酸化還

元反応について実験及び観察を通して理解

する。

【思考力、判断力、表現力等】

物質の量的関係や、中和反応や酸化還元反

応について実験・観察を通して探求を行い、

化学反応式などを用いてその規則性や法則

について考察をすることができる。

【学びに向かう力、人間性等】

中和反応や酸化還元反応などの物質の化

学変化に興味関心をもち、主体的に実験や

観察等に取り組むことができる。

・酸と塩基の物質の定義を説明するととも

に、その性質を観察や実験を通して理解させ

る。

・酸と塩基の物質の価数や強弱を、観察や実

験を通して理解するとともに、その原因等の

考察を行う。

・水素イオン濃度と水酸化物イオンについて、

水を主にした身近な物質を例に挙げ説明す

る。

・ｐＨの意味やその測定方法について、観察

や実験を通して理解させるとともに、身近な

生活における活用方法や用途について、グ

ループワーク等を活用して探究活動を行う。

・中和反応で起こる物質の変化を、前時まで

に学んだ酸や塩基の物質を交えながら説明

を行う。

・中和反応によって生じる物質（水、塩など）

について、観察や実験を通して考察を行う。

・中和滴定の実験を通して、使用する器具の

【知識・技能】

・酸・塩基及び中和反応、酸化還元反応に関する実験や観

察を通して、反応に関与する物質の変化の様子や量的関

係ついて理解する。

【思考・判断・表現】

・酸・塩基及び中和反応、酸化還元反応において、実験や

観察を通して物質の変化や量的関係について考察を行

い、簡単に説明することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

・中和反応や酸化還元反応における物質の化学変化につ

いて興味関心をもち、実験や観察に主体的に取り組むこと

ができる。

〇 〇



３

学

期

1

合計

74

12

３編　物質の変化

　３章　酸化還元反応

【知識及び技能】

化学反応についての実験などを通して，酸化と還

元の基本的な概念や原理・原則などを理解してい

るとともに，科学的に探究するために必要な実験な

どに関する基本操作や記録などの基本的な技能を

身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】

酸化と還元について，問題を見いだし見通しをもっ

て実験などを行い，科学的に考察し表現しているな

ど，科学的に探究している。

【学びに向かう力、人間性等】

酸化と還元について主体的に関わり，見通しをもっ

たり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとし

ている。

１節　酸化と還元

・酸化と還元は常に同時に起こることを知る。

・酸素原子や水素原子が関係していない反応につ

いても，酸化と還元が電子の授受によって統一的

に説明できることを理解する。

・酸化数は，原子やイオンがどの程度の酸化や還元

をされているのかを示す数値であることを理解す

る。反応前後の酸化数の増減により，酸化と還元が

確認できることを理解する。

２節　酸化剤と還元剤

・代表的な酸化剤，還元剤としては，過マンガン酸

カリウムや過酸化水素，ヨウ化カリウムであることを

知る。

・酸化還元反応の化学反応式の作ることができ，こ

の反応の量的関係を理解する。

・実験観察を通して酸化剤としてはたらく物質は，よ

り強い酸化剤との反応では還元剤となることを知

る。

・酸化還元滴定に用いる器具の使い方がわかり，

実験操作を理解する。

３節　金属の酸化還元反応

・実験観察を通して金属の陽イオンへのなりやすさ

を比較し，金属の反応性に違いがあることを知る。

・金属と空気，水，酸などの反応性の違いは，金属

のイオン化傾向と深い関係があることを理解する。

４節　酸化還元反応の応用

・実験観察を通して，金属のイオン化傾向と電流の

流れる向きを比較し関係性を考える。

・ダニエル電池のしくみを理解する。

・身近に使われている実用電池の構造，それらの用

途や特徴を知る。

・金属の製錬には酸化還元反応が関わっているこ

【知識・技能】

・酸化と還元が電子の授受によることを理解している。［発言分析・

記述分析］

・酸化還元反応式の反応式について理解している。［発言分析・記

述分析］

・金属のイオン化傾向について理解している。［発言分析・記述分

析］

・電池の構造やしくみ及び金属の製錬について理解している。［発

言分析・記述分析］

【思考・判断・表現】

・酸化と還元の定義について，友達と話し合いながら確認し，酸化

数の増減について見いだす活動を行っている。［発言分析・行動観

察］

・酸化還元滴定操作における基本的な技術を習得するとともに，実

験などを通じて結果を分析し解釈することができる。［記述分析・行

動観察］

・金属の陽イオンへのなりやすさを比較測定し，友達と話し合いな

がら科学的に考察している。［行動観察・記録分析］

・電池について構造とその用途について，友達と話し合いながらそ

れらは身のまわりでどのように使われているという視点で考えようと

している。［発言分析・行動観察］

【主体的に学習に取り組む態度】

・酸化剤と還元剤の反応を調べる実験を行い，それぞれの結果を

化学反応式で表すなど，科学的に考察を行おうとしている。［発言

分析・行動観察］

・この章で身についたことを友達と共有する。学習内容到達度につ

いて自己評価する。日常生活や社会と化学がつながった部分をま

とめる［発言分析・記録分析］

〇
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定期考査

２

学

期
３編　物質の変化

【知識及び技能】

物質量や化学反応式の意味について理解す

ると共に、酸・塩基による中和反応や酸化還

元反応について実験及び観察を通して理解

する。

【思考力、判断力、表現力等】

物質の量的関係や、中和反応や酸化還元反

応について実験・観察を通して探求を行い、

化学反応式などを用いてその規則性や法則

について考察をすることができる。

【学びに向かう力、人間性等】

中和反応や酸化還元反応などの物質の化

学変化に興味関心をもち、主体的に実験や

観察等に取り組むことができる。

・酸と塩基の物質の定義を説明するととも

に、その性質を観察や実験を通して理解させ

る。

・酸と塩基の物質の価数や強弱を、観察や実

験を通して理解するとともに、その原因等の

考察を行う。

・水素イオン濃度と水酸化物イオンについて、

水を主にした身近な物質を例に挙げ説明す

る。

・ｐＨの意味やその測定方法について、観察

や実験を通して理解させるとともに、身近な

生活における活用方法や用途について、グ

ループワーク等を活用して探究活動を行う。

・中和反応で起こる物質の変化を、前時まで

に学んだ酸や塩基の物質を交えながら説明

を行う。

・中和反応によって生じる物質（水、塩など）

について、観察や実験を通して考察を行う。

・中和滴定の実験を通して、使用する器具の

【知識・技能】

・酸・塩基及び中和反応、酸化還元反応に関する実験や観

察を通して、反応に関与する物質の変化の様子や量的関

係ついて理解する。

【思考・判断・表現】

・酸・塩基及び中和反応、酸化還元反応において、実験や

観察を通して物質の変化や量的関係について考察を行

い、簡単に説明することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

・中和反応や酸化還元反応における物質の化学変化につ

いて興味関心をもち、実験や観察に主体的に取り組むこと

ができる。

〇 〇

〇 〇

〇 〇



高等学校 令和７年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 5 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

理科 化学
理科 化学 2

化学

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

・物質の構成やそれらが関わる化学変化について理
解すると同時に、科学的な探求活動に必要な観察、
実験における基本的な技能を身に付ける。

・物質の構成やそれらが関わる化学変化について、
観察や実験を通して、起きた事象の原因等を科学的
な視点で探求し、適切な表現を用いて考えを共有し
たり深めたりすることができる。

・物質の構成やそれらが関わる化学変化について興
味関心をもち、調べ学習や観察及び実験を通した探
究活動に主体的に取り組むことができる。

新編化学基礎（東京書籍）

理科

【 知　識　及　び　技　能 】
自然の事物・現象について、観察や実験を通して理解を深め、科学的に探究するために必要な基本的な技能を身に付
けることができる。

自然の事物・現象について、観察や実験を見通しをもって行い、その原因や関連する事象を含めて科学的な視点で探

求的な活動を行うことができる。

自然の事物・現象に興味関心をもち、主体的に観察や実験及びその他の学習活動に取り組むことができる。

態
配当
時数

１

学

期

０編　人間生活の中の化学
【知識及び技能】
化学が果たす役割についての実験な
どを通して，その基本的な概念や原理・
原則などを理解しているとともに，科学
的に探究するために必要な実験などに
関する基本操作や記録などの基本的
な技術を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
化学が果たす役割について，問題を見
いだし見通しをもって実験などを行い，
科学的に考察し表現しているなど，科
学的に探究している。
【学びに向かう力、人間性等】
化学が果たす役割について主体的に
関わり，見通しをもったり振り返ったりす
るなど，科学的に探究しようとしている。

１編　物質の状態　１章　物質の状態
【知識及び技能】
物質の状態とその変化についての実験
などを通して，状態変化の基本的な概
念や原理・法則などを理解しているとと
もに，科学的に探究するために必要な
実験などに関する基本操作や記録など
の基本的な技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
状態変化について，問題を見いだし見
通しをもって実験などを行い，科学的に
考察し表現しているなど，科学的に探
究している。
【学びに向かう力、人間性等】
状態変化について主体的に関わり，見
通しをもったり振り返ったりするなど，科

・p.6～8の写真を使って，信号機，道
路，ビル，バス，ヒト，タブレット端末，洋
服を例にそれぞれどのような物質が使
われているかを意見交換する。
・それぞれの物質が，どのような性質や
特徴があるのかなどを考える。
・班での発表などを通して，社会の中
で化学が果たす役割を考える。
・固体，液体，気体の3つの状態を確認
し，粒子のふるまいを考える。
・融解（融点・融解熱），凝固（凝固点・
凝固熱），蒸発（沸点・蒸発熱），凝縮
（凝縮熱），粒子の熱運動，拡散につ
いて理解する。
・物質の融点，沸点は，化学結合や分
子間力の種類と関係し，粒子間に働く
引力が大きいほど高くなることを考え
る。
・気液間の平衡について，状態変化を
用いて考える。
・沸騰について理解する。
・蒸気圧と蒸気圧曲線について理解す
る。
・実験１　圧力を下げた状態での水の
沸騰を確認しよう　を行い，フラスコ内
の現象について状態変化を元に考え
る。
・超臨界状態が身近なところに使われ
ていることを知る。

【知識・技能】
・融解，凝固，蒸発，凝縮を粒子の熱運動と拡散か
ら説明できることを理解している。
・蒸気圧曲線の見方を理解できる。
【思考・判断・表現】
・物質の融点，沸点を粒子間に働く引力と関連付
けて考えることができる。
仮説を立てて，実験の過程を注意深く観察し，それ
に伴う変化を科学的に考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・固体，液体，気体の3つの状態を確認し，粒子の
ふるまいを説明しようとしている。
・超臨界状態について，友達と話し合いながらどの
ように使われているかという視点で考えようとして
いる。

○ ○ ○ 10

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1

１編　物質の状態
　２章　気体の性質
【知識及び技能】
物質の状態とその変化についての実験
などを通して，気体の性質の基本的な
概念や原理・法則などを理解している
とともに，科学的に探究するために必
要な実験などに関する基本操作や記
録などの基本的な技能を身に付けてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
気体の性質について，問題を見いだし
見通しをもって実験などを行い，科学的
に考察し表現しているなど，科学的に
探究している。
【学びに向かう力、人間性等】
気体の性質について主体的に関わり，
見通しをもったり振り返ったりするなど，
科学的に探究しようとしている。

１節　気体
・熱気球が浮かぶ理由に気づく。
・ボイルの法則をグラフを使って理解す
る。
・シャルルの法則をグラフを使って理解
する。
・ボイルの法則とシャルルの法則から
ボイル・シャルルの法則が導かれること
を理解する。

２節　気体の状態方程式
・アボガドロの法則を用いて，ボイル・
シャルルの法則に物質量の考え方が
導入できないか考える。
・気体の状態方程式を理解する。
・気体の状態方程式を，気体の質量と
モル質量を用いて変形できる。
・実験２　気体の分子量を測定しよう
を行い，ヘキサンの分子量の求め方を
確認する。
・水上置換による気体の捕集につい
て，捕集気体の分圧の求め方を理解
する。
・理想気体と実在気体の違いについて
考える。

【知識・技能】
・ボイルの法則とシャルルの法則を理解している。
・気体の状態方程式を理解している。
・理想気体と実在気体の違いを理解している。
【思考・判断・表現】
・ボイル・シャルルの法則が，ボイルの法則とシャル
ルの法則から導かれることを考え，表現できる。
・気体の状態方程式を，気体の質量とモル質量を
用いて変形できる。
・水上置換の気体は水蒸気との混合気体であるこ
とを理解し，捕集した気体の圧力の求め方を表現
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・熱気球が浮かぶ理由を，気体の性質から考えよ
うとしている。
・アボガドロの法則とボイル・シャルルの法則を結
びつけられないか考えようとしている。
・分子量測定の実験を行い，科学的に探究しようと
している。

○ ○ ○ 8

定期考査
○ ○



１

学

期

１編　物質の状態
　２章　気体の性質
【知識及び技能】
物質の状態とその変化についての実験
などを通して，気体の性質の基本的な
概念や原理・法則などを理解している
とともに，科学的に探究するために必
要な実験などに関する基本操作や記
録などの基本的な技能を身に付けてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
気体の性質について，問題を見いだし
見通しをもって実験などを行い，科学的
に考察し表現しているなど，科学的に
探究している。
【学びに向かう力、人間性等】
気体の性質について主体的に関わり，
見通しをもったり振り返ったりするなど，
科学的に探究しようとしている。

１節　気体
・熱気球が浮かぶ理由に気づく。
・ボイルの法則をグラフを使って理解す
る。
・シャルルの法則をグラフを使って理解
する。
・ボイルの法則とシャルルの法則から
ボイル・シャルルの法則が導かれること
を理解する。

２節　気体の状態方程式
・アボガドロの法則を用いて，ボイル・
シャルルの法則に物質量の考え方が
導入できないか考える。
・気体の状態方程式を理解する。
・気体の状態方程式を，気体の質量と
モル質量を用いて変形できる。
・実験２　気体の分子量を測定しよう
を行い，ヘキサンの分子量の求め方を
確認する。
・水上置換による気体の捕集につい
て，捕集気体の分圧の求め方を理解
する。
・理想気体と実在気体の違いについて
考える。

【知識・技能】
・ボイルの法則とシャルルの法則を理解している。
・気体の状態方程式を理解している。
・理想気体と実在気体の違いを理解している。
【思考・判断・表現】
・ボイル・シャルルの法則が，ボイルの法則とシャル
ルの法則から導かれることを考え，表現できる。
・気体の状態方程式を，気体の質量とモル質量を
用いて変形できる。
・水上置換の気体は水蒸気との混合気体であるこ
とを理解し，捕集した気体の圧力の求め方を表現
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・熱気球が浮かぶ理由を，気体の性質から考えよ
うとしている。
・アボガドロの法則とボイル・シャルルの法則を結
びつけられないか考えようとしている。
・分子量測定の実験を行い，科学的に探究しようと
している。

○ ○ ○ 8

8

定期考査
○ ○ 1

１編　物質の状態
　３章　溶液の性質
【知識及び技能】
溶液と平衡についての実験などを通し
て，溶解平衡および溶液とその性質の
基本的な概念や原理・法則などを理解
しているとともに，科学的に探究するた
めに必要な実験などに関する基本操
作や記録などの基本的な技能を身に
付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
溶解平衡および溶液とその性質につい
て，問題を見いだし見通しをもって実験
などを行い，科学的に考察し表現して
いるなど，科学的に探究している。
【学びに向かう力、人間性等】
溶解平衡および溶液とその性質につい
て主体的に関わり，見通しをもったり振
り返ったりするなど，科学的に探究しよ
うとしている。

１節　溶解
・混ざりやすさについて，極性の有無で
考えられることに気づく。
・飽和溶液について溶解平衡を使って
考える。	

・例題１，２を使って再結晶について説
明し，水和水を含む再結晶について考
える。
・質量パーセント濃度，モル濃度の計
算方法について，その特徴を元に理解
する。
・質量モル濃度の表し方と利用につい
て理解する。
・炭酸飲料の栓を抜くと気泡が出てく
る理由について知る。
・減圧症について知る。
２節　希薄溶液の性質
・純溶媒と不揮発性の物質を溶かした
希薄溶液の蒸気圧を比べて，その違い
について理解する。
・蒸気圧降下から沸点上昇を考える。
・溶液と純溶媒の凝固点の違いについ
て考える。
・実験３　凝固点降下の大きさを調べよ
う　を行い，溶液の凝固点降下が濃度
とどのような関係になるかを調べ，まと
める。
・寒剤の仕組みについて知る。
・海水の淡水化を例に逆浸透という方
法があることを知る。
・ファントホッフの法則を確認し，浸透
圧から分子量の求め方について理解
する。

３節　コロイド
・コロイド粒子について理解し，真の溶
液とコロイド溶液の違いについて理解
する。
・コロイド溶液の様々な性質を考える。
・コロイド溶液の性質について，実験を
元に確かめ，その現象について考え

【知識・技能】
・質量パーセント濃度，モル濃度，質量モル濃度に
ついて，その計算方法を理解している。
・ファントホッフの法則から分子量を求める方法を
理解している。
・コロイド粒子について，その性質を理解している。
【思考・判断・表現】
・溶解のしくみを極性の有無から見いだすことがで
きる。
・気液間の平衡と同様に，溶解平衡の仕組みにつ
いて見いだすことができる。
・蒸気圧降下から沸点上昇を説明し，凝固点降下
についても仮説を立てて考えることができる。
・凝固点降下についての実験を行い，溶液の凝固
点降下と濃度の関係を見いだとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・炭酸飲料と減圧症を例に，生活の中の気体の溶
解について，学習したことを元に考えようとしてい
る。
・寒剤の仕組みと逆浸透について理解しまとめる。
・疎水コロイドと親水コロイド，保護コロイドについ
てそれぞれの性質をまとめ，科学的に理解しようと
している。

○ ○ ○

２

学

期

〇 15

１編　物質の状態
　４章　固体の構造
【知識及び技能】
物質の状態とその変化についての実験
などを通して，固体の構造の基本的な
概念や原理・法則などを理解している
とともに，科学的に探究するために必
要な実験などに関する基本操作や記
録などの基本的な技能を身に付けてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
固体の構造について，問題を見いだし
見通しをもって実験などを行い，科学的
に考察し表現しているなど，科学的に
探究している。
【学びに向かう力、人間性等】
固体の構造について主体的に関わり，
見通しをもったり振り返ったりするなど，
科学的に探究しようとしている。

１節　結晶
・結晶の種類について確認し，物質名
を挙げてその特徴を確認する。
・単位格子と配位数について理解す
る。

２節　金属結晶の構造
・面心立方格子，六方最密構造，体心
立方格子についてその配列，配位数，
充填率について理解する。
・面心立方格子と六方最密構造につ
いてそのモデルを作り，同じところと違
うところに気づく。
・単位格子の一辺の長さと原子半径の
関係について考える。

３節　イオン結晶の構造
・金属結晶とイオン結晶の粒子の違い
について確認し，その構造について考
える。
・単位格子に含まれるイオンの数と，イ
オン結晶の配位数について，その構造
とともに理解する。
・イオン半径と結晶の安定性について
確認する。
４節　分子結晶と共有結合の結晶
・分子結晶や共有結合の結晶につい
て，金属結晶やイオン結晶との違いを
考える。
・ダイヤモンド，黒鉛，二酸化ケイ素の
構造を確認する。
・ダイヤモンドの結晶の単位格子と密
度について理解する。
・ダイヤモンドの結晶の充填率につい

【知識・技能】
・単位格子と配位数について理解している。
・金属結晶の構造について，それぞれの配列，配位
数，充填率について理解している。
・イオン結晶の単位格子に含まれるイオンの数と配
位数について理解している。
・共有結合の結晶の例としてダイヤモンドの単位格
子と密度，充填率について理解している。
【思考・判断・表現】
・単位格子の一辺の長さと原子半径の関係につい
て，数学的に考えている。
・イオン半径と結晶の安定性について科学的に考
えている。
・分子結晶や共有結合の結晶について，金属結晶
やイオン結晶との違いを考えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・結晶の種類についてその特徴とともに説明しよう
としている。
・面心立方格子と六方最密構造モデルを作り，そ
の特徴について理解しようとしている。
・金属結晶とイオン結晶の違いについて構成粒子
から考えようとしている。

〇 〇



２

学

期

２編　化学反応とエネルギー
　１章　化学反応と熱・光
【知識及び技能】
化学反応とエネルギーについての実験
などを通して，化学反応と熱・光の基本
的な概念や原理・原則などを理解して
いるとともに，科学的に探究するために
必要な実験などに関する基本操作や
記録などの基本的な技術を身に付けて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
化学反応と熱・光について，問題を見
いだし見通しをもって実験などを行い，
科学的に考察し表現しているなど，科
学的に探究している。
【学びに向かう力、人間性等】
化学反応と熱・光について主体的に関
わり，見通しをもったり振り返ったりする
など，科学的に探究しようとしている。

３編　化学反応の速さと平衡
　２章　化学平衡
【知識及び技能】
化学反応と化学平衡についての実験
などを通して，化学平衡とその移動の
基本的な概念や原理・原則などを理解
しているとともに，科学的に探究するた
めに必要な実験などに関する基本操
作や記録などの基本的な技術を身に
付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
化学平衡とその移動について，問題を
見いだし見通しをもって実験などを行
い，科学的に考察し表現しているなど，
科学的に探究している。
【学びに向かう力、人間性等】
取り組む態度	化学平衡とその移動につ
いて主体的に関わり，見通しをもったり
振り返ったりするなど，科学的に探究し
ようとしている。

１節　反応とエンタルピー変化
・反応エンタルピーΔHと反応エンタル
ピーの符号について理解する。
・状態変化に伴うエンタルピー変化に
ついて説明できる。

・反応エンタルピーの種類について理
解する。
・反応に関係する各物質の生成エンタ
ルピーの値から，その反応の反応エン
タルピーを求めることができる。
・エントロピーについて理解する。
２節　ヘスの法則
・ヘスの法則（総熱量保存の法則）に
ついて理解する。
・実際に測定することが難しい反応の
反応エンタルピーを求めることができ
る。
・結合エンタルピーとは，気体分子内の
共有結合を切るのに必要なエネル
ギーであることを理解する。
・ヘスの法則から，結合エンタルピーを
用いて反応エンタルピーを求めること
ができる。
・実験４　ヘスの法則を検証しよう　を
行い，ヘスの法則が成り立つか検討す
る。

３節　光とエネルギー
・光が波であることを確認し，光子のも
つエネルギーとその光の波長の関係を
理解する。
・光の放出と吸収について理解する。
・実験５　ルミノールの化学発光を観察
しよう　を行い，その変化と利用につい
て考察する。

１節　可逆反応と化学平衡
・可逆反応，不可逆反応，正反応，逆
反応について説明できる。
・平衡状態とはどのような状態なのか，
反応速度ということばを使って説明で
きる。
・平衡定数Kの表し方を確認し，その値
が一定温度で固有の値を取ることを
知る。
・平衡定数と気体の分圧の関係につ
いて，気体の状態方程式から説明でき
る。

２節　平衡の移動
・ルシャトリエの原理を理解し，説明で
きる。

【知識・技能】
・反応エンタルピーとその符号について表し方を説
明できる。
・反応エンタルピーの種類を説明できる。
・ヘスの法則を説明できる。
・結合エンタルピーについて説明できる。
・光が波であることを理解している。
・化学発光について例を挙げて説明できる。
・可逆反応，不可逆反応などの用語を正しく使って
説明できる。
・ルシャトリエの原理を理解している。
【思考・判断・表現】
・反応エンタルピーの表し方をもとに，状態変化に
ついて表すことができる。
・生成エンタルピーの値から反応エンタルピーの求
め方を考えることができる。
・ヘスの法則を利用して実測の難しい反応エンタ
ルピーを求める方法を考えることができる。
・ヘスの法則を利用して，結合エンタルピーから反
応エンタルピーを求める方法について考えることが
できる。
・温度一定で，化学反応が平衡状態にあるとき，あ
る成分濃度を変化させたときの平衡移動を理解
し，その平衡定数は前後で等しくなることを説明で
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・エントロピーとエンタルピーの違いを理解しようと
している。
・ルミノール反応についての実験を行い，身の回り
でどのように活用されているか，友達と話し合って
いる。

〇

〇 17

定期考査 〇 〇 1

〇 〇 12

定期考査
〇 〇 1

３

学

期

５編　有機化合物
　１章　有機化合物の特徴と構造
【知識及び技能】
有機化合物についての実験などを通し
て，その基本的な概念や原理・原則な
どを理解しているとともに，科学的に探
究するために必要な実験などに関する
基本操作や記録などの基本的な技術
を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
有機化合物について，問題を見いだし
見通しをもって実験などを行い，科学的
に考察し表現しているなど，科学的に
探究している。
【学びに向かう力、人間性等】
取り組む態度	有機化合物について主
体的に関わり，見通しをもったり振り
返ったりするなど，科学的に探究しよう
としている。

５編　有機化合物
　２章　炭化水素
【知識及び技能】
有機化合物についての実験などを通し
て，炭化水素の基本的な概念や原理・
原則などを理解しているとともに，科学
的に探究するために必要な実験などに
関する基本操作や記録などの基本的
な技術を身に付けている。記録などの
基本的な技術を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
有機化合物について，問題を見いだし
見通しをもって実験などを行い，科学的
に考察し表現しているなど，科学的に
探究している。
【学びに向かう力、人間性等】
炭化水素について主体的に関わり，見
通しをもったり振り返ったりするなど，科
学的に探究しようとしている。

１節　有機化合物の特徴
・有機化合物の構成元素の種類が少
ないにもかかわらず，化合物の種類が
極めて多いことを理解する。
・炭化水素が最も基本的な有機化合
物であることを知り，その分類について
理解する。
・炭化水素以外の有機化合物の官能
基について表し方を確認する。
・有機化合物のさまざまな表し方を理
解する。
・有機化合物には異性体があることを
知る。

２節　有機化合物の構造式の決定
・構造式決定の手順を理解し，物質の
分離精製，成分元素の確認について
理解する。
・元素分析の方法を確認し，組成式の
決定方法について理解する。
・分子式の決定方法について確認す
る。
・構造式の決定方法を確認する。
・分子量のさまざまな決定方法につい
て知る。

１節　飽和炭化水素
・アルカンの一般式CnH2n+2を理解
する。
・直鎖状アルカンの名称と性質を理解
し，代表的なアルキル基の名称につい
ても確認する。
・アルカンの構造異性体について理解
する。
・アルカンの性質について，理解する。

２節　不飽和炭化水素
・不飽和炭化水素が日常のさまざまな
場面で利用されていることを知る。
・アルケンの一般式CnH2nを確認し，
アルケンの名称と構造について理解す
る。
・C=C結合の炭素原子とこれに直結
する4個の原子は同一平面上にあり，
アルケンのC=C結合は両端の原子団
を回転させることができないことを分
子模型などを使って理解する。
・シス－トランス異性体について理解す
る。
・アルケンの二重結合への付加反応，
酸化反応，付加重合について，それぞ
れの特徴を元に理解する。
・アルキンの一般式CnH2n－2を確認
し，アルキンの名称を確認する。
・C≡C結合の炭素原子とこれに直結
する2個の原子はすべて同一直線上に
あることを分子模型などを使って理解

【知識・技能】
・有機化合物の基礎となる直鎖状アルカンの名称
を正しく理解している。
・有機化合物の特徴を正しく理解している。
・有機化合物の構造式決定の手順を理解してい
る。
・有機化合物の基礎となる直鎖状アルカンの名称
を正しく理解している。
・アルカンを元にアルケンの名称や構造について
理解することができる。
【思考・判断・表現】
・有機化合物の特徴を無機物質との違いを比較し
ようとしている。
・アルカンの構造異性体について理解している。
・アルケンの反応を理解することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・不飽和炭化水素がプラスチックをはじめとする，
ざまざまなものの原料となっていることを意見交換
できる。
・分子模型を使って，不飽和炭化水素の特徴を理
解しようとしている。
・

〇 〇
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〇 17

定期考査

〇 〇

1

合計

３

学

期

５編　有機化合物
　１章　有機化合物の特徴と構造
【知識及び技能】
有機化合物についての実験などを通し
て，その基本的な概念や原理・原則な
どを理解しているとともに，科学的に探
究するために必要な実験などに関する
基本操作や記録などの基本的な技術
を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
有機化合物について，問題を見いだし
見通しをもって実験などを行い，科学的
に考察し表現しているなど，科学的に
探究している。
【学びに向かう力、人間性等】
取り組む態度	有機化合物について主
体的に関わり，見通しをもったり振り
返ったりするなど，科学的に探究しよう
としている。

５編　有機化合物
　２章　炭化水素
【知識及び技能】
有機化合物についての実験などを通し
て，炭化水素の基本的な概念や原理・
原則などを理解しているとともに，科学
的に探究するために必要な実験などに
関する基本操作や記録などの基本的
な技術を身に付けている。記録などの
基本的な技術を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
有機化合物について，問題を見いだし
見通しをもって実験などを行い，科学的
に考察し表現しているなど，科学的に
探究している。
【学びに向かう力、人間性等】
炭化水素について主体的に関わり，見
通しをもったり振り返ったりするなど，科
学的に探究しようとしている。

１節　有機化合物の特徴
・有機化合物の構成元素の種類が少
ないにもかかわらず，化合物の種類が
極めて多いことを理解する。
・炭化水素が最も基本的な有機化合
物であることを知り，その分類について
理解する。
・炭化水素以外の有機化合物の官能
基について表し方を確認する。
・有機化合物のさまざまな表し方を理
解する。
・有機化合物には異性体があることを
知る。

２節　有機化合物の構造式の決定
・構造式決定の手順を理解し，物質の
分離精製，成分元素の確認について
理解する。
・元素分析の方法を確認し，組成式の
決定方法について理解する。
・分子式の決定方法について確認す
る。
・構造式の決定方法を確認する。
・分子量のさまざまな決定方法につい
て知る。

１節　飽和炭化水素
・アルカンの一般式CnH2n+2を理解
する。
・直鎖状アルカンの名称と性質を理解
し，代表的なアルキル基の名称につい
ても確認する。
・アルカンの構造異性体について理解
する。
・アルカンの性質について，理解する。

２節　不飽和炭化水素
・不飽和炭化水素が日常のさまざまな
場面で利用されていることを知る。
・アルケンの一般式CnH2nを確認し，
アルケンの名称と構造について理解す
る。
・C=C結合の炭素原子とこれに直結
する4個の原子は同一平面上にあり，
アルケンのC=C結合は両端の原子団
を回転させることができないことを分
子模型などを使って理解する。
・シス－トランス異性体について理解す
る。
・アルケンの二重結合への付加反応，
酸化反応，付加重合について，それぞ
れの特徴を元に理解する。
・アルキンの一般式CnH2n－2を確認
し，アルキンの名称を確認する。
・C≡C結合の炭素原子とこれに直結
する2個の原子はすべて同一直線上に
あることを分子模型などを使って理解

【知識・技能】
・有機化合物の基礎となる直鎖状アルカンの名称
を正しく理解している。
・有機化合物の特徴を正しく理解している。
・有機化合物の構造式決定の手順を理解してい
る。
・有機化合物の基礎となる直鎖状アルカンの名称
を正しく理解している。
・アルカンを元にアルケンの名称や構造について
理解することができる。
【思考・判断・表現】
・有機化合物の特徴を無機物質との違いを比較し
ようとしている。
・アルカンの構造異性体について理解している。
・アルケンの反応を理解することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・不飽和炭化水素がプラスチックをはじめとする，
ざまざまなものの原料となっていることを意見交換
できる。
・分子模型を使って，不飽和炭化水素の特徴を理
解しようとしている。
・

〇 〇



高等学校 令和7年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

70

○ 30

3

学

期

C 個人探求

【知識及び技能】

　自然の事物や現象に対する概念や原理、法則

を理解する。また、観察や実験などの基本操作

を見つける。

【思考力、判断力、表現力等】

　生徒が課題を見つけ、見通しを持ち観察や実

験を行い、その結果を科学的に分析し、表現で

きるようになる。

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項

　個人探求に必要な知識・技能等

・教材

　教科書、探求テーマ集

・一人１台端末の活用　等

　課題配信・調べ学習、データの処理、レポー

ト作成

【知識・技能】

　自然の事物や現象に対する概念や原理、法則を理解し、観

察や実験などに必要な実験器具等を操作することができる。

【思考・判断・表現】

　生徒が課題を見つけ、見通しをもって観察や実験を行い、

その結果を適切に表現することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

　主体的かつ粘り強く探究活動に取り組もうとしている。ま

た、課題解決に向けて自らの学習内容を調整しつつ、発表に

向けて準備を進めようとしている。

○ ○ ○ 12

2

学

期

B 個人探求

【知識及び技能】

　自然の事物や現象に対する概念や原理、法則

を理解する。また、観察や実験などの基本操作

を身につける。

【思考力、判断力、表現力等】

　生徒が課題を見つけ、見通しを持ち観察や実

験を行い、その結果を科学的に分析し、表現で

きるようになる。

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項

　個人探求に必要な知識・技能等

・教材

　教科書、探求テーマ集

・一人１台端末の活用　等

　課題配信・調べ学習、データの処理、レポー

ト作成

【知識・技能】

　自然の事物や現象に対する概念や原理、法則を理解し、観

察や実験などに必要な実験器具等を操作することができる。

【思考・判断・表現】

　生徒が課題を見つけ、見通しをもって観察や実験を行い、

その結果を適切に表現することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

　主体的かつ粘り強く探究活動に取り組もうとしている。ま

た、課題解決に向けて自らの学習内容を調整しつつ、発表に

向けて準備を進めようとしている。

○ ○

態
配当
時数

1

学

期

A 葉脈標本の作成

【知識及び技能】

　植物の同定に必要な技能を身につける。ま

た、観察や実験などに必要な実験器具の基本操

作を習得する。

【思考力、判断力、表現力等】

　生徒が課題を見つけ、見通しを持ち観察や実

験を行い、その結果を科学的に分析し、表現で

きるようになる。

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項

　葉脈標本の作成、学校内の植生

・教材

　教科書、植物、図鑑、実験器具等

・一人１台端末の活用　等

　課題配信・協働学習・レポート作成

【知識・技能】

　植物を同定することができる。また、観察や実験などに必

要な実験器具等を操作することができる。

【思考・判断・表現】

　生徒が課題を見つけ、見通しをもって観察や実験を行い、

その結果を適切に表現することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

　主体的かつ粘り強く探究活動に取り組もうとしている。ま

た、課題解決に向けて自らの学習内容を調整しつつ、発表に

向けて準備を進めようとしている。

○ ○ ○ 28

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

理科探究

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

〇課題設定や実験、観察を行ううえで、科学的
事象や器具の使い方を適切に理解できるように
なる。
〇実験結果を式やグラフ、図、表を用いて適切
に処理することができるようになる。

〇自然の事物や現象を科学的な視点から分析し、課

題を見出し、解決に向けた活動を設定することがで

きるようになる。

〇実験結果や研究結果を適切に表現することができ

るようになる。

〇課題解決に向けて粘り強い取り組みと、課題解決

に向けて学習内容を調整することができるようにな

る。

〇チームワーク、コミュニケーション能力、プレゼ

ン能力を向上させ、探求活動に粘り強く取り組むこ

課題解決に向けた粘り強い取り組みと、課題解決に向けて自らの学習を調整する姿勢を身につける。

理科 理科探究
理科 理科探究 2

科学と人間生活　東京書籍

理科

【 知　識　及　び　技　能 】 自然の事物や現象に対する概念や原理、法則を理解し、観察や実験などの基本操作の習得を図る。

自ら問題を発見し、見通しをもって観察や実験を行い、実験結果を科学的に分析し、表現できるようにする。


